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１．研究目的

本事業の目的は覆砂によって底質からの栄養
塩溶出を抑制し、同時にマクロベントスの増加
による自然浄化機能によって水質を改善するこ
とである。なお、本調査は県環境政策課の「湖
沼自然浄化活用事業フォローアップ調査事業」
として実施され、本事業では底生生物調査以外
に水質・底質・プランクトン等の調査が併せて
実施されている。

２．研究方法

（１）覆砂工事
現場は宍道湖西部に流入する五右衛門川の河

口部の水深３．５～５．０mの水域である（図１）。
現場の底質は泥であり、平成２３、２４年度に斐

伊川河口の砂を用い
て覆砂を行った（図
２）。
（２）生物調査
� 調査場所
調査地点は平成

２３年度覆砂区内１
地点（No．１）、平成
２４年度覆砂区内１
地点（No．９、ヤマト
シジミ調査のみ実

施）および対照区として覆砂区の周囲の泥質の
３地点（No．６，７，８）とした（図２）。

� 調査日・調査方法
調査は平成２５年６月１２日と平成２５年９月

２日に実施した。
ベントス調査はスミス・マッキンタイヤ型採

泥器を用いて採集を行い、１mmふるいでふ
るった後中性ホルマリンで固定し種類・個体
数・重量の測定を行った。
ヤマトシジミはスミス・マッキンタイヤ型採

泥器で採集し４mmふるいでふるった後、個体
数・重量を計測した。また９月調査時にはシジ
ミ稚貝の着底状況を調べるため、砂泥表層の厚
さ約５mmを、内径３０mmの塩ビパイプに目合
５０μ のネットを張った着底稚貝採集器で採集し
た（採集回数２回、採集面積１４．２cm２）。採集
した砂泥を実体顕微鏡下で検鏡し、着底稚貝の
数を数えた。
なお、ベントスの同定・測定および着底稚貝

の計数作業は公益財団法人島根県環境保健公社
が行った。

３．研究結果と考察

� ベントス
平成２５年６月ではヤマトスピオ、シダレイ

トゴカイ、ユリミミズが主たる優占種であった
が、覆砂区と対照区で生息数・重量に大きな差
は見られなかった。
平成２５年９月の調査では対照区の St．６以外

では生物はほとんど生息していない状態であっ
た。St．６ではカワグチツボが主たる優占種で
あった。
� ヤマトシジミ
実験区・対照区（３地点の平均）個体数

（１m２あたり）を図３に示す。ヤマトシジミは
６月の時点では平成２３年度覆砂区に少数見ら
れたが、平成２４年度覆砂区には生息していな
かった。９月の調査では対照区で１個体採集さ
れた以外は全く生息が見られなかった。また、

図１覆砂地点

図２調査地点
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着底稚貝についてはどの地点でも生息が確認で
きなかった。
６月、９月の採泥時に底泥を目視確認したと
ころ、覆砂区の覆砂の上には黒色の泥が数セン

チ以上再堆積しており、覆砂区でも砂質とは言
えない底質になっていた。このため覆砂本来の
効果が得られない状態になっていたのではない
かと考えられた。また、覆砂区、対照区共に６
月に生息していたヤマトシジミが９月にはほと
んど姿を消したことや、他のベントスもカワグ
チツボなど貧酸素環境に強い種を除いて消滅し
てしまったことから、平成２５年度の夏季には
現場水域はかなり底質環境が悪化したものと考
えられた。
なお、調査データの詳細は附属資料の「平成

２５年度五右衛門川覆砂区調査結果」を参照さ
れたい。

４．研究成果

得られた結果は県環境政策課に報告した。図３ヤマトシジミの個体数
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